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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが把持するグリップ本体部と、
　一方の端部側に設けた第１取付部に前記グリップ本体部が取り付けられて他方の端部側
に設けた第２取付部が装置本体に取り付けられるアーム部を備え、
　前記アーム部は、前記装置本体の前面に取り付けられるレンズユニットの光軸方向に長
い前記装置本体におけるビューファインダ部が位置する側面側とは逆側の側面に、前記第
２取付部を軸として前記装置本体の側面と略平行な面上を回動可能に取り付けられて、前
記第２取付部を基点として前記装置本体に対する前記グリップ本体部の位置が移動可能と
されて、
　前記グリップ本体部は、前記アーム部の前記第１取付部を基点として前記装置本体に対
する向きが移動可能に取り付けられた撮像装置。
【請求項２】
　前記アーム部は、前記装置本体に対して所望の位置で固定可能に取り付けられており、
前記グリップ本体部は、前記アーム部に対して所望の位置で固定可能に取り付けられてい
る請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記アーム部は、伸縮自在に構成して前記第１取付部と前記第２取付部との間隔を変更
可能とした請求項１または請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
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　前記グリップ本体部に前記ユーザが操作する操作部を設けた請求項１乃至請求項３の何
れかに記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記操作部には、機能が固定されているスイッチと、機能が変更可能なスイッチの少な
くとも何れかを設けた請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記操作部には、焦点距離を調整するスイッチと、記録の開始または終了を指示するス
イッチの少なくとも何れかを設けた請求項４または請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記装置本体の後端の下部には、側面視において、面取り傾斜部を形成した請求項１乃
至請求項６の何れかに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記面取り傾斜部は、側面視において、円弧状の曲線縁部を有するように形成した請求
項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記装置本体は、側面を外側方向に突出させて撮像レンズの光軸方向に対して筒状の形
状とした請求項１乃至請求項８の何れかに記載の撮像装置。
【請求項１０】
　ビューファインダ部と、
　前記ビューファインダ部を保持するビューファインダ保持部をさらに備え、
　前記ビューファインダ保持部は、前記装置本体から水平方向に突出した支軸を中心に前
記ビューファインダ部が回動可能であって、前記支軸から前記ビューファインダ部までの
距離を調整可能に保持する請求項１乃至請求項９の何れかに記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記ビューファインダ保持部は、前記支軸から前記ビューファインダ部までの距離の調
整時に、前記装置本体と前記ビューファインダ部の水平方向を一致した状態に保つ姿勢維
持機構を有する請求項１０に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この技術は撮像装置に関し、操作性を向上させて使用態様に係らず安定して容易に撮像
を行えるようにする。
【背景技術】
【０００２】
　従来の撮像装置、例えば映像制作等で用いられる業務用ビデオカメラは、比較的サイズ
が大きく重量がある。このため、特許文献１では、撮影装置を肩で担いで撮影することが
可能なように撮影装置底面にショルダーパッドを設けることが開示されている。また、こ
のような撮像装置では、前方に重いレンズを備えるため、安定して撮像を行うことができ
るように、レンズにグリップ部を設けている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－９５０２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、撮像装置は、肩に担いで撮影を行ういわゆるショルダースタイルで用いる場
合に限らず、被写体の位置や所望する構図によっては肩に担がない状態で撮影を行うこと
が好ましい場合がある。しかし、ショルダースタイルでの使用を想定した撮像装置では、
肩に担いでいない状態で撮影を安定して行うことが困難である。
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【０００５】
　そこで、この技術では、操作性を向上させて使用態様に係らず安定して容易に撮像を行
える撮像装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この技術の第１の側面は、
　ユーザが把持するグリップ本体部と、
　一方の端部側に設けた第１取付部に前記グリップ本体部が取り付けられて他方の端部側
に設けた第２取付部が装置本体に取り付けられるアーム部を備え、
　前記アーム部は、前記装置本体の前面に取り付けられるレンズユニットの光軸方向に長
い前記装置本体におけるビューファインダ部が位置する側面側とは逆側の側面に、前記第
２取付部を軸として前記装置本体の側面と略平行な面上を回動可能に取り付けられて、前
記第２取付部を基点として前記装置本体に対する前記グリップ本体部の位置が移動可能と
されて、
　前記グリップ本体部は、前記アーム部の前記第１取付部を基点として前記装置本体に対
する向きが移動可能に取り付けられた撮像装置にある。
【０００７】
　この技術においては、ユーザが把持するグリップ本体部と、一方の端部側に設けた第１
取付部にグリップ本体部が取り付けられて他方の端部側に設けた第２取付部が装置本体に
取り付けられるアーム部が撮像装置に設けられる。アーム部は、例えば伸縮自在に構成さ
れており第１取付部と第２取付部との間隔が変更可能とされている。アーム部は、第２取
付部を軸として回動可能で、アーム部の回動面が装置本体の側面と略平行となるように装
置本体に取り付けられて、第２取付部を基点として装置本体に対するグリップ本体部の位
置が移動可能とされている。さらに、アーム部は、装置本体に対して所望の位置で固定可
能とされており、グリップ本体部は、アーム部に対して所望の位置で固定可能とされてい
る。
【０００８】
　グリップ本体部にはユーザが操作する操作部が設けられており、操作部には機能が固定
されているスイッチと、機能が変更可能なスイッチの少なくとも何れかが設けられている
。例えば操作部には、焦点距離を調整するスイッチと、記録の開始または終了を指示する
スイッチの少なくとも何れかが設けられている。グリップ本体部は、アーム部の第１取付
部を基点として装置本体に対する向きが移動可能に取り付けられる。
【０００９】
　装置本体の後端の下部には、側面視において、例えば円弧状の曲線縁部を有する面取り
傾斜部が形成されている。また、装置本体は、側面を外側方向に突出させて撮像レンズの
光軸方向に対して筒状の形状とされている。
【００１０】
　さらに撮像装置には、ビューファインダ部と、ビューファインダ部を保持するビューフ
ァインダ保持部がさらに設けられて、ビューファインダ保持部は、装置本体から水平方向
に突出した支軸を中心にビューファインダ部が回動可能であって、支軸からビューファイ
ンダ部までの距離を調整可能に保持する。また、ビューファインダ保持部には、支軸から
ビューファインダ部までの距離の調整時に、装置本体とビューファインダ部の水平方向を
一致した状態に保つ姿勢維持機構が設けられる。
【発明の効果】
【００１１】
　この技術によれば、ユーザが把持するグリップ本体部と、一方の端部側に設けた第１取
付部にグリップ本体部が取り付けられて他方の端部側に設けた第２取付部が装置本体に取
り付けられるアーム部が設けられる。また、アーム部は、第２取付部を基点として装置本
体に対するグリップ本体部の位置が移動可能に取り付けられて、グリップ本体部は、アー
ム部の第１取付部を基点として装置本体に対する向きが移動可能に取り付けられる。した
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がって、使用態様に係らず安定して容易に撮像を行えるようになる。なお、本明細書に記
載された効果はあくまで例示であって限定されるものではなく、また付加的な効果があっ
てもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】撮像装置を右前方から見た斜視図である。
【図２】撮像装置を左前方から見た斜視図である。
【図３】撮像装置を右後方から見た斜視図である。
【図４】撮像装置を左後方から見た斜視図である。
【図５】撮像装置の右側面図である。
【図６】撮像装置の左側面図である。
【図７】撮像装置の正面図である。
【図８】撮像装置の背面図である。
【図９】撮像装置の平面図である。
【図１０】撮像装置の底面図である。
【図１１】撮像装置の機能ブロック図である。
【図１２】可動グリップ部の構成を示す図である。
【図１３】クランプ部の構成を示す図である。
【図１４】撮像装置を肩に乗せて撮像する場合の使用態様を例示した図である。
【図１５】撮像装置を抱えて撮像動作を行う場合の使用態様を例示した図である。
【図１６】撮像装置を斜め下向きとした場合をモデル化して示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本技術を実施するための形態について説明する。なお、説明は以下の順序で行う
。
　１．撮像装置の全体構成
　　１－１．撮像装置の外観構成
　　１－２．撮像装置の機能構成
　２．可動グリップ部の構成と動作
　３．ビューファインダ保持部の構成と動作
　４．撮像装置の使用態様
【００１４】
　＜１．撮像装置の全体構成＞
　［１－１．撮像装置の外観構成］
　図１乃至図１０は、本技術の撮像装置の外観を例示している。なお、図１は、撮像装置
を右前方から見た斜視図である。図２は、撮像装置を左前方から見た斜視図である。図３
は、撮像装置を右後方から見た斜視図である。図４は、撮像装置を左後方から見た斜視図
である。図５は、撮像装置の右側面図である。図６は、撮像装置の左側面図である。図７
は、撮像装置の正面図である。図８は、撮像装置の背面図である。図９は、撮像装置の平
面図である。図１０は、撮像装置の底面図である。
【００１５】
　図１乃至図１０に示す撮像装置１０では、レンズユニット２０、装置本体３０、可動グ
リップ部６０、ビューファインダ部７０、マイクロフォン８０、アダプタ９０，９５を有
している。なお、レンズユニット２０、可動グリップ部６０、ビューファインダ部７０、
マイクロフォン８０、アダプタ９０，９５は、装置本体３０に着脱可能に構成されて、装
置本体３０とは別個に提供されてもよい。
【００１６】
　レンズユニット２０は、装置本体３０の前面に取り付けられている。レンズユニット２
０は、被写体からの光を集光する撮像レンズや撮像レンズの光学倍率を所定の範囲で可変
するズーム機構等を有している。
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【００１７】
　装置本体３０は、側面を外側方向に突出させてレンズユニット２０の光軸方向に筒状の
形状とされている。例えば、側面を外側方向に突出させて、光軸方向に対して直交する断
面形状が略八角形である筒状の形状とされている。また、装置本体３０の後端の下部には
、側面視において、面取り傾斜部が形成されている。例えば撮像装置１０では、図５およ
び図６に示すように、円弧状の曲線縁部を有する面取り傾斜部３２１が形成されている。
【００１８】
　装置本体３０の後面には、図示せずもバッテリー装着部やアダプタ装着部等が設けられ
ている。バッテリー装着部には、撮像装置１０を動作させるために必要な電力を供給する
バッテリーが装着される。アダプタ装着部はアダプタ９０が装着可能とされている。
【００１９】
　装置本体３０の上面にはハンドル部３４１が形成されている。ハンドル部３４１は、ユ
ーザが撮像装置１０を持ち歩く際や撮像装置１０を低い位置で用いる際に、撮像装置１０
を保持するためにユーザが手で握ることができるように設けられている。ハンドル部３４
１における前端側の一方の側面（撮像装置１０の使用態様がショルダースタイルである場
合にユーザ側とは逆側となる面）にはマイク取付部３４２が設けられており、他方の側面
（撮像装置１０の使用態様がショルダースタイルである場合にユーザ側となる面）にはビ
ューファインダ部７０を保持するための支軸３４３が側面から突出して設けられている。
マイク取付部３４２の前方面には、マイクロフォン８０が取り付けられる。
【００２０】
　装置本体３０の一方の側面、例えば撮像装置１０の使用態様がショルダースタイルであ
る場合にユーザの顔と対向することを想定した側面には、図４，図６に示すように操作部
３５１や記録媒体装着部３５２、吸気口３５３等が設けられている。操作部３５１は側面
中央部分に設けられており、記録媒体装着部３５２は側面後方に設けられている。また、
吸気口３５３は、側面中央部分であって装置本体３０の上部側に設けられている。
【００２１】
　操作部３５１は、撮像装置１０の各種設定等を行うための操作スイッチ等で構成されて
いる。記録媒体装着部３５２は、映像信号や音声信号等の情報信号を記録する記録媒体例
えばフラッシュメモリ等の半導体メモリを用いて構成されたメモリカードを装置本体３０
に装着する際に用いられる。吸気口３５３は、装置本体３０の放熱機構の一部であり、吸
気口３５３から外気が吸引される。吸気口３５３は、例えば矩形状の領域内にスリット状
の開口部を複数設けた形状とされている。
【００２２】
　装置本体３０の他方の側面には、図３，図５に示すように接続端子部３６１や排気口３
６３等が設けられている。他方の側面には、平面視が略コの字形状である凹部が側面中央
部分に形成されており、接続端子部３６１は凹部の側面に設けられている、排気口３６３
は、凹部の底面であって装置本体３０の上部側に設けられている。
【００２３】
　接続端子部３６１は、信号ケーブル例えばビューファインダ部７０やマイクロフォン８
０を装置本体３０に接続するための信号ケーブル等を接続する端子で構成されている。排
気口３６３は、装置本体３０の放熱機構の一部であり、吸気口３５３から吸引された外気
を排気口３６３から排出する。排気口３６３は、例えば矩形状の領域内にスリット状の開
口部を複数設けた形状とされている。
【００２４】
　装置本体３０の他方の側面には、撮像時に装置本体３０の支持等を行うための可動グリ
ップ部６０が取り付けられている。可動グリップ部６０は、固定レバー３６５を用いて装
置本体３０に取り付けられている。また、固定レバー３６５が緩められた場合、可動グリ
ップ部６０は固定レバー３６５の位置を基点として所望の位置へ矢印ＦＣで示すように回
転可能とされている。さらに、固定レバー３６５が締め付けられた場合、装置本体３０に
対して可動グリップ部６０の位置が固定される。なお、可動グリップ部６０の詳細につい
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ては後述する。
【００２５】
　装置本体３０の底面には、ショルダーパッド３７１や三脚取付部（図示せず）等が設け
られている。ショルダーパッド３７１は、撮像装置１０の使用態様がショルダースタイル
である場合に、肩と当接する部分の位置に設けられている。また、ショルダーパッド３７
１は、ユーザの肩に乗せやすくかつクッションとなるように、柔らかな材料を用いて曲面
を持たせた形状に形成されている。三脚取付部には、装置本体３０を三脚等に固定するた
めのねじ孔が設けられている。
【００２６】
　ビューファインダ部７０は、ビューファインダ保持部７５を介してハンドル部３４１の
支軸３４３に取り付けられている。ビューファインダ部７０は、カメラスルー画像や記録
媒体に記録されている画像、メニュー画像、種々の情報等を表示する。マイクロフォン８
０は、外部の音を集音して音声信号を生成する。アダプタ９０，９５は、撮像装置１０の
機能等を拡張するためのアダプタである。例えばアダプタ９５は増設バッテリーであり、
アダプタ９０は増設バッテリーを装置本体３０に接続する。なお、アダプタ９０，９５は
、撮像装置１０の機能等を拡張する際に用いられるものであることから、アダプタ９０，
９５が取り付けられていなくとも、撮像を行うことができる。
【００２７】
　［１－２．撮像装置の機能構成］
　図１１は撮像装置１０の機能ブロック図である。装置本体３０は、撮像部３０１、映像
信号処理部３０２、音声信号処理部３０３、記録再生部３０４、レンズ駆動部３０５、フ
ァン３０６、操作部３５１、制御部３１０、電源部３１５等を備えている。
【００２８】
　撮像部３０１は、例えばＣＭＯＳ（complementary metal-oxide semiconductor device
）やＣＣＤ（Charge－Coupled Device）等の撮像素子を用いて構成されている。撮像部３
０１は、レンズユニット２０によって撮像面に結像された光学像の光電変換を行い、撮像
信号を生成して映像信号処理部３０２に出力する。
【００２９】
　映像信号処理部３０２は、撮像信号に対してノイズ除去処理、ゲイン調整処理、輝度や
色の調整処理を行う。また、映像信号処理部３０２は、調整処理後の映像信号や記録再生
部３０４で読み出された映像信号をビューファインダ部７０の画素数に対応した映像信号
に変換する処理やメニュー表示等の表示信号を映像信号に重畳する処理を行う。また、映
像信号処理部３０２は、容易に所望の撮像画像を得られるようにビューファインダ画像に
対する映像処理例えば中央部分を拡大して表示する処理等を行うようにしてもよい。映像
信号処理部３０２は、処理後の映像信号をビューファインダ部７０に出力する。
【００３０】
　音声信号処理部３０３は、マイクロフォン８０で生成された音声信号を増幅する処理等
を行い記録再生部３０４に出力する。
【００３１】
　記録再生部３０４は、制御部３１０からの指示に基づき、映像信号や音声信号等の情報
信号を記録媒体８６に記録する処理、記録媒体８６に記録されている情報信号を読み出し
て再生する処理を行う。また、記録再生部３０４は、記録媒体８６から読み出した映像信
号を、映像信号処理部３０２を介してビューファインダ部７０に供給する処理等を行う。
さらに、記録再生部３０４は、外部機器に対して所定のフォーマットで情報信号を出力す
る処理等を行う。なお、記録媒体８６は、着脱可能な記録媒体例えば図４，図６に示す記
録媒体装着部３５２から挿入された記録媒体であってもよく、装置本体３０の内部に固定
して設けられた記録媒体であってもよい。
【００３２】
　レンズ駆動部３０５は、制御部３１０からの指示に基づき、レンズユニット２０を駆動
して所望のズーム倍率に設定する。また、レンズ駆動部３０５は、撮像部３０１における
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撮像素子の撮像面に結合される光学像が鮮明な像となるようにフォーカス調整を行うよう
にしてもよい。
【００３３】
　ファン３０６は、装置本体３０で発生した熱を外部に放出するため、装置本体３０の一
方の側面に設けられた吸気口から外気を取り込み、熱せられた空気を装置本体３０の他方
の側面に設けられた排気口から排出する。
【００３４】
　操作部３５１は、図４，図６に示すように装置本体３０の一方の側面に設けられており
、操作スイッチで構成されている。操作部３５１は、ユーザのスイッチ操作に応じた操作
信号を生成して制御部３１０に出力する。
【００３５】
　操作部６１１は、可動グリップ部６０のグリップ本体部に設けられた操作スイッチで構
成されている。操作部６１１は、ユーザのスイッチ操作に応じた操作信号を生成して制御
部３１０に出力する。また、操作部６１１には、機能が固定されているスイッチと、機能
が変更可能なスイッチの少なくとも何れかが設けられている。例えば、操作部６１１には
、機能が固定されているスイッチとして、レンズユニット２０の焦点距離を調整するズー
ムスイッチ、記録の開始または終了を指示するＲＥＣスイッチの少なくとも何れかが設け
られている。また、操作部６１１には、機能が変更可能なスイッチであるアサイナブルボ
タン、アサイナブルボタンに対して機能の割り当てや割り当てられた機能を変更するため
の設定ボタン等が設けられている。なお、操作部６１１には電源スイッチ等が設けられて
いてもよい。
【００３６】
　制御部３１０は、図示せずも例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＥＥＰＲＯ
Ｍ（Electrically Erasable Programmable ROM）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ
（Random Access Memory）などから構成されている。制御部３１０におけるＲＯＭには、
制御部３１０で各種の制御処理を実行するためのプログラムが格納されている。ＣＰＵは
、該プログラムに基づいて動作して、ＲＡＭを用いながら、各制御のための必要な演算・
制御処理を実行する。当該プログラムは、装置本体３０に内蔵されたＲＯＭに予め格納し
ておく場合に限らず、リムーバブル記録媒体に格納されて装置本体３０に提供されてもよ
くＬＡＮやインターネット等のネットワークを介して装置本体３０にダウンロードされて
もよい。
【００３７】
　制御部３１０は、操作部３５１，６１１に対するユーザ操作等に基づき、撮像装置１０
でユーザ操作に応じた動作が行われるように各部を制御する。制御部３１０は、例えば電
源スイッチに対するユーザ操作に基づいて撮像装置１０の電源のオン、オフを行う。また
、制御部３１０は、ズームスイッチに対するユーザ操作に基づきレンズ駆動部３０５を制
御して、レンズユニット２０の焦点距離をユーザ操作に応じて変化させる。また、制御部
３１０は、ＲＥＣボタンに対するユーザ操作に基づいて情報信号の記録を開始または停止
させる。
【００３８】
　また、制御部３１０は、アサイナブルボタンに対するユーザ操作に基づいて、操作され
たアサイナブルボタンに割り当てられている機能を実行する制御を行う。さらに、制御部
３１０は、設定ボタンに対するユーザ操作に基づいて、アサイナブルボタンに機能を割り
当てる。なお、アサイナブルボタンには、例えば種々のマーカーの表示機能、レックレビ
ュー機能、ビューファインダのモード切替機能、フォーカス調整を容易とするためのビュ
ーファインダ画像切替機能、輝度に関する情報の表示機能等が割り当て可能とされている
。
【００３９】
　さらに、制御部３１０は、ファン３０６を制御して、装置本体３０の内部で発生した熱
を外に排出する制御を行う。
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【００４０】
　電源部３１５は、装置本体３０に装着されたバッテリー８５から撮像装置１０の各部に
電力供給を行う。また、電源部３１５は、例えば増設バッテリーが装置本体３０に取り付
けられた場合、この増設バッテリーから電力供給を行う。
【００４１】
　＜２．可動グリップ部の構成と動作＞
　図１２は、可動グリップ部の構成を例示している。なお、図１２の（Ａ）は、可動グリ
ップ部を例えば撮像装置の右方向から見た図、図１２の（Ｂ）は、可動グリップ部を例え
ば撮像装置の正面方向から見た図である。また、図１２の（Ｃ）は、可動グリップ部を例
えば撮像装置の左方向から見た図、図１２の（Ｄ）は、可動グリップ部を例えば撮像装置
の背面方向から見た図である。
【００４２】
　可動グリップ部６０は、グリップ本体部６１とアーム部６２で構成されている。グリッ
プ本体部６１は、ユーザが把持する部分であり、ユーザの手と所定の位置関係で容易に把
持できる形状とされている。グリップ本体部６１には、ユーザがグリップ本体部６１を把
持している状態で操作可能位置に操作部６１１を構成する操作スイッチが設けられている
。操作部６１１には、焦点距離を調整するスイッチと、記録の開始または終了を指示する
スイッチの少なくとも何れかが設けられている。例えば、図１２では操作スイッチとして
、焦点距離を調整するズームスイッチ６１２、記録の開始または終了を指示するＲＥＣボ
タン６１３が設けられている。さらに、操作部６１１には、機能が固定されているスイッ
チと、機能が変更可能なスイッチの少なくとも何れかが設けられている。例えば、図１２
では操作スイッチとして、機能が変更可能なスイッチであるアサイナブルボタン６１４、
アサイナブルボタンに対して機能の割り当てや割り当てられた機能を変更するための設定
ボタン６１５、機能等の選択のためのジョグダイヤル６１６等が設けられている。
【００４３】
　また、グリップ本体部６１には、アーム部６２に対してグリップ本体部６１の位置を固
定状態から所望の向きに移動可能とするロック解除ボタン６１Ｌが設けられている。すな
わち、グリップ本体部６１はアーム部６２に対して所望の位置で固定可能に取り付けられ
ている。
【００４４】
　アーム部６２は、一方の端部側に設けた第１取付部６２Ｇにグリップ本体部６１が取り
付けられて、他方の端部側に設けた第２取付部６２Ｂが装置本体３０に取り付けられる。
アーム部６２は、第２取付部６２Ｂを基点として装置本体３０に対するグリップ本体部６
１の位置が移動可能に取り付けられて、グリップ本体部６１は、アーム部６２の第１取付
部６２Ｇを基点として装置本体３０に対する向きが移動可能に取り付けられている。アー
ム部６２の第２取付部６２Ｂには図５に示すように固定レバーが設けられて、アーム部６
２は、装置本体に対して所望の位置で固定可能に取り付けられる。例えば、アーム部６２
は、第２取付部６２Ｂを軸として図５に示す矢印ＦＣ方向に回動可能で、アーム部６２の
回動面が装置本体の側面と略平行となるように装置本体に取り付けられている。さらに、
アーム部６２は、伸縮自在に構成されて、第１取付部６２Ｇと第２取付部６２Ｂとの間隔
が変更可能とされている。
【００４５】
　例えば、アーム部６２は、ロッド６２１とロッド６２１を進退自在に保持ずるロッド保
持部６２２で構成されている。
【００４６】
　ロッド６２１の一方の端部側には第１取付部６２Ｇが設けられており、他方の端部側か
らロッド６２１がロッド保持部６２２に収納されている。第１取付部６２Ｇには、グリッ
プ本体部６１が矢印ＦＡ方向に回転可能で所望の回転位置に固定できるよう取り付けられ
る。また、ロッド６２１は、所望の進退位置でロッド保持部６２２に固定できるように構
成されている。例えばロッド６２１には長手方向に長孔６２１ｄが形成されており、長孔
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６２１ｄにロッド保持部６２２に設けられている係止ピン６２３が挿通される。この係止
ピン６２３の先端に設けられた例えば固定ねじ（図示せず）を締め付けることで、ロッド
６２１がロッド保持部６２２に固定される。また、固定ねじを緩めることでロッド保持部
６２２に対してロッド６２１がスライドできるようになり、第１取付部６２Ｇと第２取付
部６２Ｂの間隔を調整できる。すなわち、アーム部６２の第２取付部６２Ｂからグリップ
本体部６１までを所望の距離として固定可能とされている。なお、第１取付部６２Ｇと第
２取付部６２Ｂの間隔は、係止ピン６２３が長孔６２１ｄの一方の端部に当接する位置か
ら他方の端部に接するまでの範囲で調整可能である。
【００４７】
　＜３．ビューファインダ保持部の構成と動作＞
　ビューファインダ部７０を装置本体３０に取り付けるためのビューファインダ保持部７
５は、図９に示すように、支軸７６とクランプ部７７を用いて構成されている。支軸７６
の一方の端部側はクランプ部７７に取り付けられており、他方の端部はビューファインダ
部７０の側面に設けられたクランプ部７１に取り付けられている。クランプ部７１は、ク
ランプ部７１に挿通された支軸７６に対して直交する方向を軸として、ビューファインダ
部７０を回転可能に保持する構成とされている。
【００４８】
　図１３は、クランプ部７７の構成を例示している。クランプ部７７は、挿入された支軸
３４３を保持する第１保持部７７１と、支軸３４３に対して直交する方向に支軸７６を保
持する第２保持部７７２を有している。第１保持部７７１と第２保持部７７２は、軸挿入
方向から見た形状が円弧状である軸把持部Ｈａと軸把持部Ｈａから外方向に伸びた締め付
け部Ｈｂをそれぞれ有している。また、第１保持部７７１と第２保持部７７２の締め付け
部Ｈｂは互いに直交する方向に重ね合わせられている。締め付け部Ｈｂには、例えば貫通
孔（図示せず）が形成されており、第１保持部７７１と第２保持部７７２の締め付け部Ｈ
ｂの貫通孔に固定レバー部７７３の軸が挿通されている。固定レバー部７７３の軸の一方
の端部には操作レバーＨｃが形成されており、他方の端部は締め付け部Ｈｂに固定される
。ここで、操作レバーＨｃを締め付け方向に回転させると、第１保持部７７１における締
め付け部Ｈｂの間隔および第２保持部７７２における締め付け部Ｈｂの間隔が共に狭めら
れる。したがって、支軸３４３が第１保持部７７１の軸把持部Ｈａによって固定されて、
支軸７６が第２保持部７７２の軸把持部Ｈａによって固定される。また、操作レバーＨｃ
を緩み方向（締め付け方向に対して逆方向）方向に回転すると、第１保持部７７１におけ
る締め付け部Ｈｂの間隔および第２保持部７７２における締め付け部Ｈｂの間隔が共に広
げられる。したがって、クランプ部７７は支軸３４３を中心として矢印ＦＤに示すように
回転可能とされて、支軸７６は第１保持部７７１に対して矢印ＦＥに示すように挿脱可能
とされる。このため、操作レバーＨｃを緩み方向に回転させれば、支軸３４３を軸として
装置本体３０に対して支軸７６を所望の向きに調整することができる。また、装置本体３
０の支軸３４３からビューファインダ部７０までの距離を所望の距離に調整することがで
きる。さらに、調整後に操作レバーＨｃを締め付け方向に回転すれば、装置本体３０に対
して支軸７６を所望の向きに固定することができ、装置本体３０の支軸３４３から所望の
距離の位置でビューファインダ部７０を固定できる。
【００４９】
　なお、支軸７６が円柱である場合、第２保持部７７２の軸把持部Ｈａに支軸７６を挿入
すると、支軸７６の軸方向を中心としてビューファインダ部７０が回転しまうおそれがあ
る。ここで、ビューファインダ部７０が回転すると、例えば装置本体３０の水平方向とビ
ューファインダ部７０の水平方向とで傾きを生じてしまう。そこで、ビューファインダ保
持部７５では、支軸３４３からビューファインダ部７０までの距離の調整時に、装置本体
３０とビューファインダ部７０の水平方向を一致した状態に保つ姿勢維持機構を設けるよ
うにしてもよい。例えば、支軸７６の側面に軸方向に伸びた凸部を形成する。また、第２
保持部７７２の軸把持部Ｈａには、装置本体３０とビューファインダ部７０の水平方向が
一致するときの支軸７６の凸部の位置に凹部を形成する。このようにすれば、第２保持部
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７７２に対して支軸７６を矢印ＦＥ方向に移動させて、支軸３４３からビューファインダ
部７０までの距離を調整しても、装置本体３０とビューファインダ部７０の例えば水平方
向を常に一致させることができる。また、支軸７６の断面形状を楕円状や多角形状等とし
て、第２保持部７７２の軸把持部Ｈａの形状を対応した形状とすれば、第２保持部７７２
に対して支軸７６を矢印ＦＥ方向に移動させても、装置本体３０とビューファインダ部７
０の例えば水平方向を常に一致させることができる。
【００５０】
　＜４．撮像装置の使用態様＞
　次に、上述のように構成された撮像装置の使用態様について説明する。図１４は、撮像
装置を肩に乗せて撮像する場合の使用態様を例示している。撮像装置を肩に乗せて撮像す
るショルダースタイルの場合、例えばアーム部６２は前方で伸ばした位置に固定する。ま
た、グリップ本体部６１は撮像装置１０を肩に乗せて使用する場合の手の向きに合わせた
位置に固定する。さらに、ビューファインダ部７０は、撮像装置１０を肩に乗せた状態に
おける最適な位置に固定する。このようにすれば、撮像装置１０を肩に乗せて使用する場
合、グリップ本体部６１とビューファインダ部７０が最適な位置となり、操作性が向上し
て容易に撮像を安定して行える。
【００５１】
　図１５は、撮像装置を抱えて撮像動作を行う場合の使用態様を例示している。この場合
、例えばアーム部６２は前方で縮めた位置に固定する。また、グリップ本体部６１は撮像
装置１０を抱えて使用する場合の手の向きに合わせた位置に固定する。また、ビューファ
インダ部７０は、撮像装置１０を抱えた状態における最適位置に固定とする。このように
すれば、撮像装置１０を抱えて使用する場合、グリップ本体部６１とビューファインダ部
７０が最適な位置となり、操作性が向上して安定して容易に撮像を行える。
【００５２】
　以上のように、撮像装置１０には、ユーザが把持するグリップ本体部６１と、一方の端
部側に設けた第１取付部にグリップ本体部６１が取り付けられて他方の端部側に設けた第
２取付部が装置本体３０に取り付けられるアーム部６２が設けられる。また、アーム部６
２は、第２取付部を基点として装置本体３０に対するグリップ本体部６１の位置が移動可
能に取り付けられて、グリップ本体部６１は、アーム部６２の第１取付部を基点として装
置本体３０に対する向きが移動可能に取り付けられる。したがって、使用態様に係らず安
定して容易に撮像を行えるようになる。
【００５３】
　なお、装置本体３０をケース等に収納する場合、図示せずもアーム部６２を後方の向き
で縮めた位置として、グリップ本体部６１を装置本体３０と重なる向きとする。このよう
にすれば、装置本体３０に可動グリップ部６０が取り付けられた状態でもサイズをコンパ
クト化できるので、装置本体３０の持ち運びが容易となる。
【００５４】
　また、装置本体３０の後端の下部は、側面視において、面取り傾斜部が形成されている
。したがって、撮像装置１０を肩に乗せる場合や肩から下ろす場合に、後端の下部が体に
当たりにくくなり操作性を向上できる。さらに、撮像装置１０で斜め下方向を撮像する場
合、図１６に示すように、後端の下部における後方への突出が少なくなる。したがって、
面取り傾斜部が形成されていない従来の撮像装置（破線で示す）よりも、撮像位置を距離
ＬＢだけ後方に下げることが可能となる。また、撮像装置１０を抱えて使用する場合、面
取り傾斜部が形成されていない従来の撮像装置よりも、後端の下部の当たりを弱くできる
。なお上述の実施の形態では、側面視において、円弧状の曲線縁部を有するように面取り
傾斜部を形成したが、面取り傾斜部は、直線縁部を有するように形成してもよい。面取り
傾斜部は、後端の下部における後方への突出が所定量よりも小さくなるように、またユー
ザに当接する部分の角度が所定の角度よりも鈍角となる形状とすれば、より操作性を向上
できる。
【００５５】
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　また、装置本体は、側面を外側方向に突出させて撮像レンズの光軸方向に対して筒状の
形状とされている。このため、撮像装置を抱えて使用する場合、撮像装置を保持しやすく
なる。
【００５６】
　なお、本明細書に記載した効果はあくまで例示であって限定されるものではなく、記載
されていない付加的な効果があってもよい。また、本技術は、上述した実施の形態に限定
して解釈されるべきではない。この技術の実施の形態は、例示という形態で本技術を開示
しており、本技術の要旨を逸脱しない範囲で当業者が実施の形態の修正や代用をなし得る
ことは自明である。すなわち、本技術の要旨を判断するためには、特許請求の範囲を参酌
すべきである。
【００５７】
　また、本技術の撮像装置は以下のような構成も取ることができる。
　（１）　ユーザが把持するグリップ本体部と、
　一方の端部側に設けた第１取付部に前記グリップ本体部が取り付けられて他方の端部側
に設けた第２取付部が装置本体に取り付けられるアーム部を備え、
　前記アーム部は、前記第２取付部を基点として前記装置本体に対する前記グリップ本体
部の位置が移動可能に取り付けられて、
　前記グリップ本体部は、前記アーム部の前記第１取付部を基点として前記装置本体に対
する向きが移動可能に取り付けられた撮像装置。
　（２）　前記アーム部は、前記装置本体に対して所望の位置で固定可能に取り付けられ
ており、前記グリップ本体部は、前記アーム部に対して所望の位置で固定可能に取り付け
られている（１）に記載の撮像装置。
　（３）　前記アーム部は、伸縮自在に構成して前記第１取付部と前記第２取付部との間
隔を変更可能とした（１）または（２）の何れかに記載の撮像装置。
　（４）　前記アーム部は、前記第２取付部を軸として回動可能で、前記アーム部の回動
面が前記装置本体の側面と略平行となるように前記装置本体に取り付けられている（１）
乃至（３）の何れかに記載の撮像装置。
　（５）　前記グリップ本体部に前記ユーザが操作する操作部を設けた（１）乃至（４）
の何れかに記載の撮像装置。
　（６）　前記操作部には、機能が固定されているスイッチと、機能が変更可能なスイッ
チの少なくとも何れかを設けた（５）に記載の撮像装置。
　（７）　前記操作部には、焦点距離を調整するスイッチと、記録の開始または終了を指
示するスイッチの少なくとも何れかを設けた（５）または（６）に記載の撮像装置。
　（８）　前記装置本体の後端の下部には、側面視において、面取り傾斜部を形成した（
１）乃至（７）の何れかに記載の撮像装置。
　（９）　前記面取り傾斜部は、側面視において、円弧状の曲線縁部を有するように形成
した（８）に記載の撮像装置。
　（１０）　前記装置本体は、側面を外側方向に突出させて撮像レンズの光軸方向に対し
て筒状の形状とした（１）乃至（９）の何れかに記載の撮像装置。
　（１１）　ビューファインダ部と、
　前記ビューファインダ部を保持するビューファインダ保持部をさらに備え、
　前記ビューファインダ保持部は、前記装置本体から水平方向に突出した支軸を中心に前
記ビューファインダ部が回動可能であって、前記支軸から前記ビューファインダ部までの
距離を調整可能に保持する（１）乃至（１０）の何れかに記載の撮像装置。
　（１２）　前記ビューファインダ保持部は、前記支軸から前記ビューファインダ部まで
の距離の調整時に、前記装置本体と前記ビューファインダ部の水平方向を一致した状態に
保つ姿勢維持機構を有する（１１）に記載の撮像装置。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　この技術の撮像装置では、ユーザが把持するグリップ本体部と、一方の端部側に設けた
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体に取り付けられるアーム部が設けられる。また、アーム部は、第２取付部を基点として
装置本体に対するグリップ本体部の位置が移動可能に取り付けられて、グリップ本体部は
、アーム部の第１取付部を基点として装置本体に対する向きが移動可能に取り付けられる
。このため、使用態様に係らず安定して容易に撮像を行えるようになり、例えば業務用ビ
デオカメラ等に適している。
【符号の説明】
【００５９】
　１０・・・撮像装置
　２０・・・レンズユニット
　３０・・・装置本体
　６０・・・可動グリップ部
　６１・・・グリップ本体部
　６２・・・アーム部
　６２Ｂ・・・第２取付部
　６２Ｇ・・・第１取付部
　７０・・・ビューファインダ部
　７１，７７・・・クランプ部
　７５・・・ビューファインダ保持部
　７６，３４３・・・支軸
　３２１・・・面取り傾斜部
　３４１・・・ハンドル部
　３４２・・・マイク取付部
　３５１，６１１・・・操作部
　３６５・・・固定レバー
　６１２・・・ズームスイッチ
　６１３・・・ＲＥＣボタン
　６１４・・・アサイナブルボタン
　６１５・・・設定ボタン
　６１６・・・ジョグダイヤル
　６２１・・・ロッド
　６２１ｄ・・・長孔
　６２２・・・ロッド保持部
　６２３・・・係止ピン
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